
　

旭
川
空
港
か
ら
車
で
約
10
分
、
大
雪
山

を
車
窓
に
見
な
が
ら
走
る
と
、
花
の
植
栽

で
彩
ら
れ
た
街
並
み
に
入
る
。
通
り
沿
い

の
商
店
や
飲
食
店
に
は
、
木
造
り
の
お
し

ゃ
れ
な
看
板
が
ぶ
ら
下
が
り
、
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
で
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
る
。

　

こ
こ
が
、
日
本
最
大
の
自
然
公
園
「
大

雪
山
国
立
公
園
」
の
区
域
の
一
部
を
占
め

る
東
川
町
だ
。
そ
の
町
役
場
の
壁
面
に
は

「
写
真
文
化
首
都
」
の
文
字
が
誇
ら
し
げ

に
躍
る
。
プ
ロ
は
も
ち
ろ
ん
ア
マ
チ
ュ
ア

写
真
家
・
愛
好
家
を
含
め
た
写
真
界
の
中

で
知
ら
な
い
人
は
い

な
い
「
写
真
の
町
」

な
の
で
あ
る
。

　

１
９
８
５
年
（
昭

和
60
年
）、
東
川
町

は「
写
真
の
町
宣
言
」

を
行
っ
た
。

　

当
時
、
ま
ち
お
こ
し
の
た
め
に
各
市
町

村
で
は
「
一
村
一
品
運
動
」
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
が
、
東
川
町
が
打
ち
出
し
た

「
一
品
」
は
、「
写
真
」。「
写
真
映
り
の
よ

い
ま
ち
」
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

■東川町情報■
【人口】7,857人（平成26年3月31日現在）
【面積】247.06平方キロメートル
  （東西36.1km・南北8.2km）
【発電所データ】
  北海道電力㈱新忠別水力発電所
【本特集問合せ先】
  東川町役場 企画総務課 企画財政室
  ☎0166-82-2111（代）

【写真】 今年度の「全国高等学校写真選手権大会（写真甲子園）」本戦に出場した
選手の皆さん
「鉄道がない・国道がない・水道がない」東川町の全景
東川町の区域の一部を占める大雪山国立公園
アーティスティックな雰囲気の街並み
町内の天人峡温泉近くにある「羽衣の滝」は「日本の滝百選」のひとつ
東川町役場壁面には「写真文化首都」の文字が誇らしげに描かれている
「上水道がない」東川町では、美しい地下水を生活用水として活用する。
ここは銘水として知られる「大雪旭岳源水」

「
写
真
の
町
」づ
く
り
を
中
心
と
し
た

交
流
事
業
か
ら
定
住
移
住
促
進
を
目
指
す
東
川
町

3 電気のふるさと Vol.37

「
写
真
の
町
」づ
く
り
を
中
心
と
し
た

交
流
事
業
か
ら
定
住
移
住
促
進
を
目
指
す
東
川
町

本
年
３
月
、

「
写
真
文
化
首
都
」宣
言
を
行
う

ひがしかわ ちょう

北海道上川郡東川町は、写真によるまちづくりを行って
「写真文化首都」を宣言した町。今回は、そのユニーク
で先進的なまちづくりを推進する事例をお届けする。
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海外作家賞 1名 賞金100万円
国内作家賞 1名 賞金100万円
新人作家賞 1名 賞金 50万円
特別作家賞 1名 賞金 50万円

 飛彈野数右衛門賞 1名 賞金 50万円

■写真の町東川賞

　

し
か
し
、「
写
真
の
町
」づ
く
り
の
道
は
、

簡
単
で
は
な
か
っ
た
。

　

当
初
、「
写
真
で
メ
シ
が
食
え
る
の
？
」

と
い
う
の
が
、
多
く
の
町
民
の
い
つ
わ
ら

ざ
る
心
境
だ
っ
た
。
１
９
９
１
年
（
平
成

３
年
）
に
は
、
町
民
の
意
思
に
よ
っ
て
、

と
う
と
う
行
政
は
「
写
真
の
町
」
事
業
を

見
直
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

だ
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
町
外
で
注
目

さ
れ
て
お
り
、
特
に
東
京
の
マ
ス
コ
ミ
や

文
化
人
の
評
価
は
極
め
て
高
か
っ
た
。
小

さ
な
地
方
都
市
が
、
写
真
で
自
ら
を
世
界

に
発
信
し
よ
う
と
い
う「
心
意
気
」
に
賛

同
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
引

く
に
引
け
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
を
大
き
く
打
開
し
た
の
が
、
１
９

９
４
年
（
平
成
6
年
）
の
全
国
高
等
学
校

写
真
選
手
権
大
会
、通
称「
写
真
甲
子
園
」

部
門
で
、
国
内
外
の
写
真
家
に
対
し
、
賞

金
を
出
し
て
広
く
顕
彰
し
て
き
た
。

　

今
で
は
、
日
本
の
数
あ
る
写
真
賞
の
な

か
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
賞
の
ひ
と
つ
に

な
り
、
地
方
の
一
自
治
体
が
顕
彰
す
る
も

の
と
し
て
は
異
例
と
い
っ
て
よ
い
。

　

町
長
の
松ま

つ
お
か
い
ち
ろ
う

岡
市
郎
さ
ん
は
語
る
。

　
「
私
た
ち
は
、
30
年
に
わ
た
っ
て
写
真

文
化
を
通
じ
た
潤
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
写
真
文
化
と
世
界
の
人
々
を
つ
な

ぐ
役
割
を
担
う
と
い
う
決
意
で
、
今
年
、

『
写
真
文
化
首
都
』
の
宣
言
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」

の
開
催
で
あ
っ
た
。

　

全
国
を
8
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ

の
初
戦
を
勝
ち
抜
い
た
18
校
の
選
手
3
名

と
監
督
1
名
が
、「
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
の
期
間
中
に
開
か
れ
る
東
川
町

で
の
本
戦
に
招
待
さ
れ
る
。
大
会
は
4
日

間
。
こ
の
期
間
の
中
で
、
選
手
3
人
一
組

で
撮
影
し
た
８
枚
の
組
写
真
で
フ
ァ
ー
ス

ト
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ル
ま
で
3
回
の
公
開
審

査
を
行
い
、
優
勝
、
準
優
勝
、
優
秀
賞
を

決
め
る
と
い
う
も
の
。

　

撮
影
場
所
は
今
年
の
場
合
、
東
川
町
、

美び

瑛え
い

町ち
ょ
う、

上か
み

富ふ

ら

の
良
野
町ち

ょ
う、

東ひ
が
し
か
ぐ
ら

神
楽
町ち

ょ
う、

旭

川
市
の
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
撮
影
時

間
、
カ
メ
ラ
機
材
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
全
て

同
一
条
件
下
で
作
品
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
。

文
化
系
サ
ー
ク
ル
が
体
育
会
的
な
「
選
手

権
」
を
行
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
は

　
「
豊
か
な
自
然
と
そ
の
中
で
生
き
る
町

を
被
写
体
と
捉
え
、
こ
の
美
し
い
環
境
を

後
世
の
た
め
に
守
り
育
て
な
が
ら
、
人
々

が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
町
で
あ
り
、
住
民

で
あ
り
た
い
」
と
い
う
意
味
で
「
写
真
の

町
」
宣
言
を
行
っ
た
の
だ
。
そ
こ
か
ら
、

「
写
真
文
化
に
よ
っ
て
町
づ
く
り
や
生
活

づ
く
り
、
そ
し
て
人
づ
く
り
を
し
よ
う
」

と
い
う
、
世
界
で
も
類
例
の
な
い
、
ま
ち

お
こ
し
の
試
み
と
な
っ
た
。

　

宣
言
の
同
年
に
開
催
さ
れ
た
の
が
、
１

ヶ
月
を
会
期
と
す
る
「
東
川
町
国
際
写
真

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。

そ
の
年
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
、
今
年
で
30
回
を

数
え
る
。
こ
の
会
期
中

に
発
表
さ
れ
る
「
写
真

の
町
東
川
賞
」
は
、「
海

外
作
家
賞
」「
国
内
作

家
賞
」「
新
人
作
家
賞
」

「
特
別
作
家
賞
」「
飛ひ

だ彈

野の

数か
ず
え
も
ん

右
衛
門
賞
」
の
５

大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
。

　

こ
の「
写
真
甲
子
園
」

も
大
き
な
危
機
を
迎
え

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
運

営
し
て
い
た
企
画
会
社

が
第
12
回
大
会
直
前
に

倒
産
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
急
遽
、
町
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
役
場
に

東川町長

松岡  市郎 さん

〔上〕「写真甲子園」本戦に出場した選手の撮影
〔中〕「写真甲子園」の公開審査
〔下〕「写真甲子園」の授賞式

〔右〕写真文化ギャラリーでは、内外の写真家
の作品が常時展示されている
〔左〕本年度の「写真の町東川賞・国内作家賞」
を受賞した野口里佳さん
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多
く
の
障
害
を
乗
り
越
え
て

「
写
真
甲
子
園
」の
開
催
を
継
続
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「
写
真
甲
子
園
」を
含
む「
東
川
フ
ォ
ト
・

フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
る
、

こ
の
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
会
期
は
約

１
ヶ
月
。
８
月
上
旬
に
設
定
さ
れ
た
メ
イ

ン
会
期
で
は
、東
川
賞
授
賞
式
を
中
心
に
、

受
賞
作
家
作
品
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
写

真
家
た
ち
と
出
会
う
各
種
パ
ー
テ
ィ
、
新

人
写
真
家
の
登
龍
門
と
も
い
え
る
写
真
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
展
、
写
真
愛
好
家
・

大
学
生
に
よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ォ
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
写
真
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

町
民
と
の
出
会
い
が
、さ
ら
な
る
感
動
を
生
む

か
か
る
負
担
は
相
当
な
も
の
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
ピ
ン
チ
が
「
写
真
甲
子

園
」の
質
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

町
民
の
な
か
に
、「
町
が
主
催
す
る
大

会
」
と
し
て
積
極
的
に
か
か
わ
る
人
が
出

て
き
て
、そ
の
中
か
ら
、新
し
い
企
画
が
次

々
と
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
大
き
く
発
展
す

る
大
会
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
の
だ
。

　
「
町
内
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」、
町
民
の
投
票

に
よ
っ
て
決
め
る
「
町
民
賞
」、
期
間
中

ム
ス
テ
イ
で
の
高
校
生
と
町
民
と
の
交
流

は
、「
写
真
の
町
宣
言
」
に
あ
る
「
出
会

い
の
中
に
感
動
が
生
ま
れ
ま
す
」
と
い
う

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
「
写
真
の
町
」
事
業
を
一
手

に
引
き
受
け
て
い
る
の
が「
写
真
の
町
課
」

だ
。
課
長
の
竹た

け

部べ

修
し
ゅ
う

司じ

さ
ん
と
3
名
の
ス

タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
フ
ォ
ト
・
フ
ェ
ス
タ
の
期
間
や
そ
の

前
後
を
除
い
て
、
ご
協
力
い
た
だ
く
団
体

や
企
業
、
写
真
家
の
先
生
な
ど
を
回
っ
て

日
本
中
を
飛
び
歩
い
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で
す
ね
」
と
竹
部
さ
ん

は
笑
う
。

　

な
る
ほ
ど
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載

っ
て
い
る
協
力
・
協
賛
団
体
は
、
大
手
カ

メ
ラ
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
写
真
関
連
企

業
、
出
版
社
、
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
か

ョ
ン
な
ど
、
写
真
が
異
分
野
の
文
化
と
出

会
う
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
行
わ
れ
る
。

　

夏
の
一
期
間
、
東
川
町
は
プ
ロ
の
写
真

家
や
映
像
作
家
、写
真
愛
好
家
、高
校
生
、

写
真
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
学
芸
員
）、
写
真

関
連
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
満
ち

あ
ふ
れ
る
状
況
と
な
る
。
大
会
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
か
つ
て
選
手

と
し
て
参
加
し
た
O
B
・
O
G
も
少
な
く

な
い
。
期
間
中
の「
出
会
い
」や「
感
動
」

が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
だ
。
特
に
町
内
ホ
ー

ら
航
空
会
社
、
旅
行
会
社
ま
で
幅
広
い
。

　

こ
う
し
た
、「
フ
ォ
ト
・
フ
ェ
ス
タ
」

や「
写
真
甲
子
園
」以
外
に
も
、
写
真
関
連

事
業
は
数
多
い
。
年
1
回
、
プ
ロ
の
講
師

を
招
い
て
開
催
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

東
川
写
真
塾
」
や
、
小
中
学
生
を
対
象
に

し
た
「
写
真
少
年
団
」、
町
民
が
参
加
す
る

年
1
回
の「
東
川
大
写
真
展
」、小
学
校
で
行

う
総
合
学
習
の
時
間
を
活
用
し
た
「
写
真

授
業
」
な
ど
だ
。
こ
れ
ら
は
町
の
写
真
人

口
を
増
や
す
の
が
ね
ら
い
で
、
東
川
出
身

の
「
ト
マ
ト
収
穫
体
験
」
な
ど
は
、
こ
う

し
て
出
て
き
た
企
画
だ
っ
た
。

　

開
催
当
初
、
初
戦
の
参
加
は
１
６
３
校

だ
っ
た
が
、
第
21
回
を
迎
え
た
今
年
は
５

２
１
校
。「
東
川
を
目
指
せ
！
」
と
い
う

の
が
全
国
の
高
校
写
真
部
の
合
言
葉
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
年
か
ら
、
タ
イ
や
台
湾
か
ら
の
高
校

も
オ
ー
プ
ン
参
加
し
て
お
り
、
海
外
に
ま

で
広
が
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。　

道の駅「道草館」には寄贈されたクラシックカメラが展示されている町内の子どもたちによる「写真少年団」の活動

写真文化ギャラリーのある建物。東川
賞受賞者をはじめ、内外の写真家の
オリジナルプリントを収蔵している

国内外の作家の作品が町内の飲食店
にさりげなく掲示されている

写真の町課長

竹部  修司 さん
写真の町課学芸員

吉里  演子 さん
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年 登録者数 投資額
2009年 3月末 415件 11,651,000円
2010年 3月末 688件 22,645,000円
2011年 3月末 919件 29,867,000円 
2012年 3月末 1,344件 42,142,000円
2013年 3月末 2,614件 83,773,000円
2014年 7月末 2,900件 91,187,000円

■「ひがしかわ株主制度」における
    株主（登録者）数と投資額

　
「
写
真
の
町
」
事
業
と
並
ん
で
、
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、「
ひ
が
し
か
わ
株
主

制
度
」
だ
。
２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
が
進
め
る
事
業
を
選
ん
で

1
株
１
， ０
０
０
円
で
投
資
し
、目
標
金
額

が
達
成
さ
れ
る
と
町
が
事
業
を
開
始
す
る

と
い
う
も
の
。
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外

在
住
の
人
で
も
株
主
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

　
「
税
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
の
人
々
に

と
っ
て
強
制
力
の
よ
う
な
も
の
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
す
。
株
主
だ
と
、
自
主
的
に
投
資

先
の
事
業
に
参
加
す
る
と
い
う
意
識
も
高

ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

そ
こ
に
は
、「
写
真
の
町
」
事
業
を
は

じ
め
と
す
る
自
ら
の
事
業
に
対
す
る
自
信

と
心
意
気
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

株
主
の
資
金
提
供
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
も
可
能
。
だ
が
、
東
川
町
の
特
徴
は
、

役
場
窓
口
で
の
現
金
支
払
い
の
比
率
が
高

い
こ
と
と
、
町
外
の
人
に
よ
る
も
の
が
多

い
こ
と
。
こ
れ
は
「
写
真
甲
子
園
」
な
ど

で
東
川
町
を
訪
問
し
た
人
々
が
、
つ
い
で

に
株
主
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
類

「
ふ
る
さ
と
納
税
」で
は
な
く

「
ふ
る
さ
と
株
主
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

イ
コ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
水
と
環
境
を

守
る
森
づ
く
り
の
「
E
C
O
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
育
成
す
る

「
こ
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
４
つ
。
目

標
金
額
が
高
い
「
写
真
の
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
以
外
は
投
資
目
標
を
達
成
し
て
、
既

に
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

株
主
は
、「
株
主
証
」を
提
示
す
る
と
、

町
内
の
加
盟
し
て
い
る
温
泉
施
設
や
町
内

の
商
店
な
ど
で
割
引
の
特
典
が
受
け
ら
れ
、

町
営
の
「
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園 

家
族
旅

行
村
ケ
ビ
ン
」「
大
雪
遊
水
ハ
ウ
ス
」「
小

西
健
二
音
楽
堂
」
と
い
っ
た
宿
泊
施
設
な

ど
を
優
待
料
金
で
利
用
で
き
る
。

　

さ
ら
に
は
1
万
円
（
10
株
）
以
上
投
資

し
た
株
主
は
、
町
の
「
ふ
る
さ
と
交
流
セ

ン
タ
ー
」
に
、
年
6
泊
ま
で
無
料
で
宿
泊

が
可
能
だ
。
こ
の
ほ
か
、1
万
円（
10
株
）

以
上
投
資
し
た
株
主
の
な
か
の
希
望
者
に

は
、
そ
の
額
に
応
じ
て
最
低
５
，０
０
０

円
相
当
の
東
川
町
の
特
産
品
（
ひ
が
し
か

わ
み
や
げ
）
が
贈
ら
れ
る
。

　

投
資
額
の
実
績（
累
計
）は
、２
０
０
８

年
度
（
平
成
20
年
度
）
の
開
始
当
初
が
約

１
，１
６
５
万
円
、
昨
年
度
は
約
８
，３
７

７
万
円
、
今
年
度
7
月
現
在
で
、
な
ん
と

約
９
，１
１
８
万
に
上
る
。
株
主
の
数
は

２
，９
０
０
人
に
な
っ
た
。「
ひ
が
し
か
わ

み
や
げ
」
な
ど
の
額
を
差
引
く
と
、
純
粋

投
資
額
は
約
７
，３
２
９
万
円
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
投
資
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
お
け
る
寄
付
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
株
主
は
税
制
優
遇
制
度
を
受
け
ら

れ
る
。
な
の
に
、
東
川
町
で
は
「
ふ
る
さ

と
株
主
」
と
い
う
名
称
を
冠
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
担
当
者
で
あ
る
、
企
画
総

務
課
企
画
財
政
室
長
の
吉よ

し
は
ら
の
り
は
る

原
敬
晴
さ
ん
は

言
う
。

そ
の
場
合
は
、
東
川
町

の
木
工
作
家
に
よ
る
木

製
写
真
立
て
に
入
れ
ら

れ
た
「
東
川
町
特
別
町

民
」
の
認
定
証
と
「
株

主
証
」
が
贈
ら
れ
る
。

　

本
年
度
の
投
資
の
対

象
事
業
は
、「
写
真
の

町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

は
じ
め
、
自
然
散
策
路

整
備
や
ひ
が
し
か
わ
ワ

イ
ン
事
業
な
ど
の
「
イ

の
若
手
写
真
家
の
育
成
も
見
据
え
て
い
る
。

　

写
真
の
町
課
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
学
芸

員
と
し
て
働
い
て
い
る
の
が
、
大
阪
出
身

の
吉よ

し
ざ
と
ひ
ろ

里
演
子こ

さ
ん
。

　

か
つ
て
写
真
甲
子
園
に
出
場
し
、
大
学

を
卒
業
後
、
大
会
を
主
催
者
の
側
か
ら
支

え
た
い
と
、
町
の
職
員
に
な
っ
た
。「
写

真
の
町
」
事
業
に
携
わ
る
ほ
か
、「
写
真

少
年
団
」
の
講
師
も
務
め
る
。

　
「
写
真
の
町
」
と
い
う
こ
と
で
東
川
に

移
住
し
て
来
た
プ
ロ
の
写
真
家
も
増
加
し

て
お
り
、「
写
真
の
町
」
東
川
町
の
取
り

組
み
は
、
ま
す
ま
す
奥
深
い
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

※数字は累計

〔上〕1万円（10株）以上投資した株主は、年6泊まで
無料で宿泊が可能な「ふるさと交流センター」
〔下〕「ふるさと交流センター」のサロンには町内の
木工作家によるテーブルが置かれている

「東川町特別町民」の
認定証と「株主証」

企画総務課 企画財政室長

吉原  敬晴 さん

投資事業のひとつある
「ECOプロジェクト」の
「環境を守る森づくり事業」
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ら
造
成
を
始
め
、
昨
年
ま
で
に
6
6
9
区

画
が
販
売
さ
れ
た
。

　

２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）
の
「
景
観

条
例
」
の
制
定
後
は
「
東
川
風
住
宅
」
の

設
計
指
針
を
設
定
し
て
い
る
。
屋
根
の
勾

配
や
色
、
外
壁
の
色
な
ど
、
具
体
的
な
指

針
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
雪
山
の

山
並
み
と
調
和
し
て
地
域
の
景
観
に
な
じ

む
よ
う
な
も
の
と
し
た
。
ま
さ
に
「
写
真

映
り
の
よ
い
ま
ち
」を
具
体
化
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
東
川
町
で「
婚
姻
届
」や「
出
生

届
」
を
提
出
す
る
と
、
記
念
品
や
誕
生
す

る
子
供
た
ち
へ
「
君
の
椅
子
」
と
し
て
木

工
作
家
に
よ
る
手
作
り
の
椅
子
を
贈
っ
て

い
る
。こ
れ
も
定
住
促
進
策
の
ひ
と
つ
だ
。

　

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
か
ら
は
、

専
門
学
校
な
ど
と
提
携
し
て
ア
ジ
ア
地
域

の
人
々
を
対
象
と
し
た
「
日
本
語
と
日
本

文
化
体
験
学
校
」
を
開
設
し
た
。
今
年
度

は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
友
好
姉
妹
都
市
交

流
を
し
て
い
る
ラ
ト
ビ
ア
な
ど
か
ら
、
約

2
0
0
名
の
高
校
生
や
大
学
生
が
訪
れ
て

従
事
す
る
外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）

や
国
際
交
流
員
（
C
I
R
）
も
7
人
在
住

す
る
。

　

町
の
交
流
事
業
は
、
国
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
海
外
の
人
々
も
「
特
別
町
民
」
に
な

っ
て
も
ら
う
よ
う
な
取
り
組
み
も
開
始
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
人
々
と
連
携
し
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
観
光
振
興
を
目
指

し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
東
川
は
、
大
雪
山
の
麓
で
森

林
業
と
木
工
業
を
中
心
に
、
ひ
っ
そ
り
と

し
た
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
た
町
で
あ
っ
た
。

そ
の
町
が
、
自
ら
の
生
存
を
か
け
た
「
写

真
の
町
」
宣
言
を
行
っ
て
30
年
、
い
ま
や

「
世
界
の
H
I
G
A
S
H
I
K
A
W
A
」

と
な
っ
た
。
そ
の
未
来
に
世
界
中
が
注
目

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
株
主
で
あ
る
「
特
別
町

民
」２
，９
０
０
人
と
町
の
人
口
約
７
，９

０
０
人
を
合
わ
せ
る
と
、東
川
の「
人
口
」

は
１
万
８
０
０
人
と
な
る
。

　

交
流
人
口
の
増
加
を
事
業
の
軸
と
し
て

展
開
し
て
き
た
東
川
町
だ
が
、
当
然
、
そ

の
先
に
は
、
実
質
的
な
定
住
移
住
人
口
の

増
加
促
進
と
い
う
目
標
が
あ
る
。

　

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
の
７
，５
７

６
人
に
対
し
、
12
年
後
の
本
年
８
月
末
現

在
で
７
，９
１
６
人
と
、３
４
０
人
の
人
口

増
加
が
見
ら
れ
た
。
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
家

具
・
写
真
な
ど
の
仕
事
、
飲
食
店
、
パ
ン

屋
、
雑
貨
店
な
ど
を
開
業
し
た
人
た
ち
が

多
い
。
翌
年
か
ら
は
、
町
で
起
業
す
る
人

た
ち
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

土
地
開
発
公
社
や
民
間
の
分
譲
宅
地
も

順
調
な
売
れ
行
き
を
示
し
て
い
る
。
町
の

分
譲
地
は
１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）
か

い
る
。
町
は
「
町
民
と
の
交
流
」
が
積
極

的
に
行
え
る
よ
う
様
々
な
行
事

で
、
彼
ら
を
迎
え
て
い
る
。

　

ま
た
「
J
E
T
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
語
学
指
導
等
を

行
う
外
国
青
年
招
致
事

業
）
で
、
語
学
指
導
に

推
さ
せ
る
。
ま
た
、
毎

年
資
金
提
供
を
行
う
リ

ピ
ー
タ
ー
率
が
今
年
の

場
合
、
3
割
を
超
え
る

こ
と
な
ど
も
大
き
な
特

徴
だ
。

　

今
流
行
の
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
だ
が
、
地
方

の
特
産
品
を
安
く
手
に

入
れ
ら
れ
る
と
い
う
、
大
都
市
の
消
費
者

の
「
お
得
感
」
を
く
す
ぐ
る
だ
け
で
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
都
会
の
消
費
者
は
、「
浮

気
者
」
が
多
い
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

本
来
の
目
的
は
、
持
続
的
な
地
域
の
発
展

を
目
指
す
「
フ
ァ
ン
づ
く
り
」に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
側
に
、
特
産
品

開
発
な
ど
の
事
業
に
対
す
る
強
い「
思
い
」

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

東
川
町
の
こ
の
事
業
は
、
単
に
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
「
ふ
る
さ
と
株
主
」
と
名

を
変
え
た
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
そ
こ
に
は
、
本
質
的
な
違
い
が
隠
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。

東川町で出生すると「君の椅子」が贈られる

「君の椅子」は町内に住む木工作家による作品

町内の分譲住宅。景観条例を制定して自然と調
和する設計基準のもとに建てられている

「ひがしかわ株主ファームオーナー」を募集して
新鮮な野菜や米をお届けする

「環境を守る
森づくり事業」
の植樹風景
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